
上半期（平成23年1月1日～6月
30日）の火災・救急・救助の各概
況は次のとおりです｡
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固定資産税・都市計画税

　前売り券は、白山総合文化センター、白山
総合支所地域振興課、津リージョンプラザで
販売します。窓口でチケット購入時に座席を
指定してください（施設により休みの日が異
なりますのでご注意ください）。

　永遠の妖精オードリー・ヘップバーンの懐か
しい映画のテーマ曲とともに、その半生を振り
返りながら、写真と朗読で贈る心温まるコンサ
ートです。
　後半は中井美穂さんとの楽しいおしゃべりを
交えながら、華麗なるヴァイオリンの世界をお
楽しみいただきます。
と　き　10月16日（日）14時～（開場は13時
　30分）
ところ　白山総合文化センターしらさぎホール
入場料（全席指定）　前売り3,500円、当日4,000円
※未就学児の入場はご遠慮ください。

※前売り券完売の場合は、当日券の販売はありません。

■納税義務者が死亡した場合の
　納税義務
　固定資産税・都市計画税の納
税義務者が死亡した場合は、そ
の相続人の全員が、納税義務を
引き継ぐこととなります。
　相続人が2人以上ある場合は、
相続人の代表者を指定すること
により、納税通知書などの固定
資産税等関係書類を指定された
相続人に送付することができま
す。案内を郵送しますので、相続
人で協議のうえ、相続人代表者
指定届を提出してください。
　なお、協議などにより遺産の
分割が行われたときは、法務局
で相続による所有権移転登記を
行うか、資産税課に遺産分割協
議書等の提示をお願いします。

■耐震改修が行われた住宅に　
　対する固定資産税の減額
　住宅の耐震改修促進のため、
耐震改修を行った住宅の固定資
産税の減額制度があります。　
　当該住宅の120㎡分までにつ
いて固定資産税が最長2年分、2
分の１に減額されます。工事完了
後3カ月以内に申告が必要とな
りますので、詳しくは資産税課
までお問い合わせください。
対　象　以下のいずれにも該当
　する住宅
・昭和57年１月１日以前に建築
　された住宅のうち、平成27年
　12月31日までに現行の耐震
　基準に適合する改修を行った
　住宅
・改修工事費用が一戸当たり30
　万円以上

と　き　8月14日（日）・15日（月）
　9時～11時30分
ところ　津市休日応急・夜間こ
　ども応急クリニック（三重病院
　敷地内)
○上記期間以外に受診する場合
　は、下記へお問い合わせくだ
　さい。  
 医療ネットみえ
ホームページ
http://www.qq.pref.mie.jp./
携帯電話サイト
http://www.qq.pref.mie.jp./k/
 救急医療情報システム
自動 案 内（ 音 声・ファクス）　
0800-100-1199（通話無料）
電話案内　256-1199

お盆期間中の
歯科応急診療
お盆期間中の
歯科応急診療
お盆期間中の
歯科応急診療

吉田恭子さん
（ヴァイオリン）

中井美穂さん
（朗読）

白石光隆さん
（ピアノ）

○岩切 等

吉田恭子 ヴァイオリンコンサート
オードリー・ヘップバーンの思い出
吉田恭子 ヴァイオリンコンサート
オードリー・ヘップバーンの思い出

8月4日（木）チケット販売開始

問い合わせ　資産税課　　229－3132　　229－3331

問い合わせ　白山総合文化センター
　　262－5893　　262－5445

問い合わせ　中央保健センター
　　229－3310　　229－3287

C

○岩切 等C○岩切 等C

入場券の販売方法が変わります

こんなときは届け出を平成23年上半期

火災・救急・救助 統計 

い  い   救 急

い  い   救 急

火　災
住宅火災での出火原因
1位「放火」、2位「こんろ」
　今年上半期に発生した建物火災37件のうち住
宅火災は26件でした。住宅火災の出火原因の１位
は「放火」で、深夜や未明に、建物の周囲や駐車中
の車などが狙われています。家の周りは外灯を付
けるなど明るくし、燃えやすいものを置かないな
どの対策が必要です。
　また、例年１位となっている「こんろ」は、今年は
2位でした。調理後に火を消し忘れたことや、調理
中にこんろから離れたことにより出火に至ってい
ます。

救　急

軽症患者が全体の50％を超える
　

　上半期に発生した救急出動件数は6,184件で
した。事故種別では急病が3,842件と最も多く、
全体の約62％を占め、次いで一般負傷が955件（約
15％）、交通事故が614件（約10％）でした。昨年
同期と比較すると、出動件数は332件、搬送人員
は212人増加しました。
　救急出動全体では、約52％を軽症患者が占め
ています。軽いけがや病気（擦り傷、歯痛、風邪など）
の場合は、自家用車やタクシーなどでかかりつけ
の病院へ行きましょう。それが本当に救急車を必
要としている貴い命を救うことになります。救急
車の適正利用にご協力をお願いします。

救　助

出動件数が28％減少

　上半期に発生した救助件数は44件でした。そ
の主な内訳は、交通事故27件で全体の約61％を
占め、次いでその他の事故6件、水難事故4件、建
物などによる事故3件、火災3件、機械による事故１
件でした。
　昨年同期と比較すると、出動件数は28％（17件）
の減少となりました。
　出動件数44件のうち、現場で活動した件数は
27件で32人を救助しました。活動件数に入って
いない17件については、救助隊が到着するまで
に自力で脱出したり、付近の住民などに救出され
たものです。

問い合わせ　予防課　　254－0354　　256－7755

■出火原因 単位は件、▲は減を示す
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